









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































０１ ４ｍ正、 Ｐ、 ＪＮ
Ｕｒｌ３ｍ
鳳辮…
〔圏ＶＩＤ
､狐'８
鰄鋼魎陶齢隆崎戸脂』０
細線を記入せる部分は鰭{鮮爾#……
〔圏Ⅷ〕
咄..［･0.0..咄￥:....【.::...【:#￥:..､弔:::.#咄
Ｆ
llllllllIllmnｍｍ iiilimliihii『 Ｍｍ汀､再一
KＩレグ，
j'１ －＞
一一一一一一
直線上にある。同様にして、」へ》症『原》シ】』Ⅲ｝壕し一国一直線・も説明されうる。．
Ⅸ何經誉が「量的適應」と「時間的適應」を結合する場合－１－屡貨起る状況である１－を想定し、「圏７」に於て
産出鐡軌を生産せんとする、と假定する。先づ、第四の機械は休止、賢却され、その塵間固定費は消滅する（「量的
適臆」のＡの場合）次いで第三の機械で「時間的適應」を行う。かくて、産出量唖に對應する費用鮎Ｕが得られる。
（「閥７」に於て、ＦとＥとの間の費用曲線は、「時間的適應」の際の喪用経過に即雁して直線的である。）さらに操
業が一層後退し、經管が上述の如く鑓的、時間的に適感するなら、段階曲線ＡＢｃＤＥＦＧが得られる。それは傾向
的には直線的である。なお、第四の機械は休止されるが、留保される場合（「量的適噸」のＢの場合）には、風間固定
費必は残留し、「時間的適慰」に際して經誉は直線ＨＧｖＺ上を移動することになる。
．かくて、『量的適應」の際には、「時間的適應」の場合と同様、費用經過は直線的となる。しかつも、グーテンペル
クは、「操業愛動に對するかし《る量的お夫び時間的な適應を、工業に於て支配的な方式である、と主張するので、傾向
的に直線的経過を辿る費用曲線が賢際上しばしば見出される、と結論されるのである。
Ｂ、α・最後に、「鐡的適懸」の一種－ｌ既に、質的適臓方式に接近しており、過的適噸過程に選擦過程が結合し
て
い
る
方
式
１
１
「
選
擢
的
適
臓
」
の
場
合
を
考
察
す
る
。
そ
れ
は
、
經
誉
が
質
的
差
異
を
、
も
つ
機
械
設
備
Ｉ
－
古
い
様
式
と
新
楳
式
の
ワもの、消耗の甚だしいものとそれほど消耗していない。ものなど１－から構成されていることを前提とする。かし《る場
合、操業後退に對して量的に適應されるなら、經螢は現有經管手段の質的勾配にしたがって、個々の技術的設備の休
一
■
▽
、
。
一
己
・
止を行うであろう。したがって、「選鐸的適應」の際の綱費用は産出量増加につれて逓増し、限界費用低繼綱的に増
加することになる◎
β
、
な
お
、
「
選
揮
的
適
應
」
と
の
關
連
に
於
て
Ｆ
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
は
、
「
傳
統
的
費
用
理
論
」
に
用
曲
線
の
経
過
（
下
か
ら
み
る
と
、
先
づ
凹
的
に
、
次
い
で
凸
的
に
經
過
す
る
總
費
用
曲
線
、
し
た
が
二
を
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
総
費
用
曲
線
の
轡
曲
的
経
過
が
現
賢
の
經
菅
諸
關
係
に
一
致
す
る
た
め
に
は
、
機械腿系｜能力 比例饗単位徴比例費收盆法則と經蟹費用（内藤）
卯
釦
溺
だ
●
■
●
●
１
０
０
０
一一一一一一一一
Ⅵ処咄Ⅵ
Ｖ,｡エー1.00．ｘ
Ｖ図･ヱー0.50.工
鬮Ｖ８･ヱー0.25．ｘ
Ｖ４ｄｘ＝0.75.ｘ
。
■
●
０
勺■一《Ｌユ。（四『一）ｏ幻二一
０
，
ｍ
ｍ
、
ノ'1.875」
Ｉ
｜お一β巧１１１－－１１
一一
１
〆「 ２５
／ 125 ；「●『Ｊ二一一一一９一一一一・一ｊＪＩ－Ｉ一一一一一一一一一ＬＩ－Ｉ－’’一一一一一一一－ｌ－ｌＩ－Ｉ一一一一一一０’一一世３－２’１忽里◎す’９○一；
Ｑ
2ｍ ４ｍ３ｍ０ 、
〔圏Ⅸ〕
費
用
理
論
」
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
來
た
總
費
一線、したがってＵ字型の限界費用曲線）
す
る
た
め
に
は
、
愛
動
費
に
つ
い
て
一
定
の
假
定がなされねばならない、と彼は主張す
る
．
そ
の
臘
定
と
健
ｌ
正
常
給
付
、
一
定
作
業時間のもとで最大、軍位を産産する四
個
の
。
質
的
差
異
を
も
つ
機
械
艘
系
の
愛
動
費
を
そ
れ
ぞ
れ
ぐ
胃
…
…
ぶ
と
す
る
１
－
上
表
お
よび「圏９」が示す如く、ぐ『Ｖ鼠Ｖ扇八
急
な
る
關
係
の
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
っ
主
り、要素質について一定の假定、しかも
先づ操業度ゼロから總餐用曲線の鍵曲鮎
ま
で
は
、
不
断
に
給
付
能
力
の
よ
り
大
な
る
經
誉箪位（機械艫系、努働力）を投入し、次
に次第に給付能力の小なる努働力と生産
手段とを相次いで利用する、と言う假定
である。しかし、こうした生産手段投入
一一一一一一一
●
￥ ●
Ｐ の序列原則は、從來何ら證明されなかったし、また「選樫的適慰」の原則からは説明されないとされる。その上、グ
ー
ラ
ペ
ル
ク
臆
ｌ
藤
に
、
彼
の
「
費
用
作
用
量
』
の
髄
系
に
於
て
明
ら
か
な
如
く
Ｉ
生
産
條
件
の
質
約
鍵
化
と
操
業
度
鍵
化
と
の
間
の
一
義
的
な
函
數
關
係
を
峻
烈
に
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
上
に
、
傳
統
的
な
費
用
経
過
が
導
出
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
「
根
（Ⅳ）
抵
」
ｌ
他
の
箸
主
璽
な
「
根
抵
」
は
既
遮
の
收
議
法
則
で
あ
る
が
ｌ
が
否
定
し
去
ら
れ
愚
の
で
鬘
〔性〕１、呵臥百田①日の］坤夙○一
二「函］・句・田目蜘⑦房悶Ｏｍｌ
Ｐ・の：ロ①巳の月属◎鉤
Ｐ
巳
、
←
の
四
ｓ
庫
。
２、因・の具のロヶの園》国①日①冨乱鼻、ロケ罠苗一の庁目》閂．画・少口酉・》届思・印・眉⑰津・
ロ閂、⑩一ケ⑩》国の日のず豊「①月蕨呂蔦【、］の旨の．眉泡・Ｐ已酉・』①、、．②い・ヨー患
３，因・の具のロ可関四国、ロ】のずい己昌誌⑥庁具②一ｍす別のご閂・の・函⑭餌〔。
４、『且［Ｎ因の園の一一□のＨ【］ロ【①日呂日の甸巳⑫□】：。ｐ①具⑫の日⑩Ｈ宍。、【の厚田白・属・］画胃、・・巳患・印・巨黒〔．
樟や、蝉の。、。
６
、
缶
切
：
ロ
７
、
○
巨
冒
目
宮
４、司旦百四の園の一一□のＨ【］ロ【｜
ロ③目色ず只尻◎鼻①回国口図］】、Ｐ
６、缶・の⑤目①己§ＰＰＯ・》の．亀』
７、。ｇのロケ閂四国①日⑪ワ⑰乱Ｈ［、⑥冨旨］の胃①》■．、ｍ・画邑巨・瞳。□の目⑦一ヶ①》○口①吋口⑦ロぐの吋旨員弓○口【。②肩口岸冒『の口巨ロ』⑫⑦目①
国の由吋崖口旦巨口函賦摩挫両・図国の臣①句。］ぬ⑥ご切口］色ぽＨｍｏ・惇垣血⑬ご恩噛②３１ｍ←‐’
ご頃一・のＱ日の己の回国・色・○・・四⑩．』震ｌ患⑰
８，○・国吋凰房ロ関①口狩屋１ｍの晶百閏肩』の吋国目目崩（目）・日の。目岸巨且ヨぽい○冒夢圏・忘冒、・・匿いＰ⑪．閣留
５、『巳・・の具の：図頃（〕辱関』８ぐ閂匠員ぐ。ｐ門。⑩冨口斤日ｑ①口巨ロュ、⑩旨の国の、『廓且ｐｐｍ・㈱ロ局．．ｚ①■の可。］ぬ①．仰山島Ｈ、．。
】【。、庁⑩目色目一層＠勺凰斤骨⑥けの〔再耳のＨ②伝。庁巨目、の口陸ケ日日①諺ｓ庁脚□ぬ荷屍の】【』曾尻。⑩［①ロ》
嵐。、冨目巨口已戸凰顛目目、のＰ尼憧・
属◎囚［のロｑ①Ｈ盲氏回且同旦Ｈ色、⑰のロ汗乱ｎ厘目噸ず図画⑤頁「自席且①Ｈ團隅肩厨威函目、．■津句・）
ＵＤ
Ｉ：
四
凶や⑬【印・凶凸⑭
ｚ２①句◎毎の
以上に於て、グーテンペルクによる收盆法則の批判、またはそれを「根抵」とする「傳統的」な費用曲線經過の批
判、および、エ業生産にとって代表的なものと主張される．いわゆる「Ｂ型生産函欺」、あるいはそれを土避とする
、
、
、
、
費用経過の原理的な直線性と一一一一口う命題、を導出する論理的構造は明らかにされたであろう。と》」ろで、こうした理論
、
、
、
、
そのものの意義と性格を副狭する前に、われわれは、差し富り、経螢經濟學または近代経濟學などで主張されている
收盆法則と經管愛用（内藤）
一三五
岸・切画』②ｍ・のｊＬ『
Ⅳ、ぐ画］・の具①目
Ｃの厨の｝ず２旨』自助風の■⑰画宛の◎庁回巨ロぬい。『のい①Ｐｍｍ・巴⑱■・巴『
⑫、二「、一・の具⑦ロヮの凋可□①日レロ』のロ寿①ロ『ｏ口尻巨耳河巨日日①］》昌閉一・・ｚ①：国。］ぬの雪の。］働旨、：己圏．ｍ・臼
、、の具①ロゲのＨ、》】ｗ⑯甘尉ずいコユュ胃辱画沖⑤］①けＨ①》胃ごいい。⑱、Ｃｌ囲桿
皿、嘔、のＥ【①ロゲ⑩凋鞆向・園。。。ご勝・鴎①ロ・噛留
埴、ぐぬ］の具①■ずの同醗酵ず①Ｈ」のロぐ周一目吊『。ｐ尻。⑪〔のロ百コ目巨口旦切①旨の国の、段ロ」目、》凶穿司．．ｚの口の句。］い⑥》、．］：Ｈ、．》
□⑩Ｈｍの一ヶの印の２回』乱爲房匠①⑫戚月国円ロロロ、自口』、曾口』画氏歸○ｍ（のｐＨの⑥ぽロロロ醇昌冨可。ご］■胃ｍ・忠。こさ
□①恩①】ずの》冒口ロ印可】の房⑫宛⑩目目色ロ、⑫ョ⑩⑩目》⑬・し目白・后農、
、、ｕ、、目口巴旦⑩門印□】①■８国の日旦陦已の吋田の胃①ご◎ロ」①ロ庁鼻の口夙。、【①ロ團菖①］ヨユ『益鳥蔦昌呂の印し月巨『。ｇ・国』・亘ら瞳》
１
１
一
目．⑰、．
ｏ》』》閂閂や 固・の：口＆』⑩、□』①厚◎ず一の日昌岸」のｎＦの旨①『。ｐ」⑱口濡、肩口屍Ｃ②［⑦ロ》葛①岸乱且⑰◎岸隆昌島①⑰堤肯⑥嵐ｑ・のＰ国」・・巳腫
の具①ロケ⑩Ｈ、》蝉・色。。．》⑰い・国１局
四牌②臣・山桿、
一ハ
？
生産Ｉ費用理論の構造とその本質を厳密に規定しておかねばならない。この国参照）
Ｈ
さ
て
ｙ
資
本
制
的
に
生
産
さ
れ
る
各
商
品
の
償
値
は
、
そ
れ
の
生
産
に
杜
會
的
に
必
要
な
努
働
通
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
消
費
された過去の努働、別言すれば消費された努働手段と努働對象、および新たに對象化された生ける努働とによって規
定される。それは債値的にヨⅡ。＋ｑ十日という一般的な範式であらわされる。（Ｃｌ不愛資本、ｖＩ可鍵資本，
、
、
、
、
ｂ
ｍＩ剰除個値。）これが、商品の生産自髄に要饗するところの現資的喪用である。しかしながら、か上る商品そのも
の
の
現
責
的
費
用
に
對
し
て
、
資
本
家
自
身
が
商
品
に
要
費
し
た
も
の
は
、
支
出
さ
れ
た
資
本
便
値
だ
け
を
填
補
す
る
部
分
。
＋
ぐ
に
、
、
▽
℃
過ぎず、したがって、それが資本家にとっては商品の費用便格をなす。しかも、資本制的生産の基礎上では、資本家
が
現
資
の
商
品
生
産
者
で
あ
る
か
ら
、
彼
自
身
に
と
っ
て
の
簡
品
の
費
用
個
格
、
つ
ま
り
商
品
の
資
本
制
的
費
用
個
格
が
、
必
然
的
に
商
品そのものの現資的費用として現象する。いま、費用個格を陀をもって表示すると、脆式ヨⅡ。＋ｄ＋日は、範式ヨ
Ⅱ序十日（商品便値Ⅱ費用便格十剰除個値）に卿形される。かくて、費用個格なる範噸に於ては、資本の基本的な内
部的厘別であるところの・不愛資本と可愛資本との・質的差異は消滅し、各資本部分の便値形成・増殖過程に於て機
能
す
る
異
っ
た
役
割
は
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
う
。
た
牌
、
賀
用
便
格
そ
の
も
の
の
計
算
に
閲
連
し
て
は
、
流
通
過
程
に
於
て
内
部
差
異
を
な
、
、
、
、
、
、
ｂ
すに過ぎないとシ」ろの。固定資本と流動資本との・厨別のみが、た蟹一つの画別として現象するにとどまる。
髪
費
用
個
格
な
る
臓
蒋
の
形
成
と
と
も
に
、
鐵
廟
個
格
を
こ
え
る
超
過
分
ｌ
剰
除
個
値
は
、
利
澗
と
い
う
籍
形
態
に
於
て
現
象する。つまり、生産過程で生ずる便値愛動の根源は、可鍵資本部分から投下総資本の側に移されることになる。か
Ｌる資本家的表象の産物として、剰餘便値は利潤に韓形される。そのうえ、利潤、したがって剰餘償値は生産過程で
生ずるとはいえ、流通過程ではじめて資現され、経識的に感蝿されうる形態となって現象するから、剰餘個個は流通
一一一一〈 Ｉ
過程そのものから生ずるがの如き幻想が、ますます掴化される。ところで、諸費本間の。利潤率をめぐっての。競争
は、生産諸部門に於ける資本憐成の差から生ずる利潤率を均等化して、平均利潤率を責現するに至る。したがって、
各生産諸部門に於ける諸商品の費用便格は不等なるにもか上わらず、一定の平均利潤率が輿えられ、商品償値の韓化
形態として生産個格が成立すａか上る平均利潤率が形成され、またそれによって、相異なる生産諸部面で充用資本
の所與量に照噸するところの平均利潤が成立すると、利潤と剰除個値との間には、軍なる形態鑓換にと堂まらず、現
質の赴的歴別が護生し、それは利潤の瓦の性質と起源とを隠蔽してしまう。それだけではない。産業資本の流通過程
に於ける諸機能漆、繭品襄資本１１蔓資本１１あるいは貨霊級資本－－銀行資本のもとに包繍されるｌとし
て自立化されるに伴って、利潤と剰餘価値との内的關連はさらに抹殺されていく。すなわち、これら流通過程に於て
機
能
す
る
諸
資
本
も
ｌ
臘
慎
し
た
が
っ
て
震
た
剰
餘
倒
艫
を
創
鐙
し
な
い
と
は
い
え
Ｉ
平
均
利
潤
率
の
形
成
に
は
参
加
し
、
し
た
がって平均利潤を極得するからである。かくして、利潤形態の内部的核心の隠蔽は完成するのである。
しかしながら、近代的な信用制度が發展・確立する、つまり、利子生み資本範璃が成立すると、資本家的費用概念
は、さらに一つの修正を輿えられる。既に述べたところから明らかな如く、資本制的生産の基礎上では、貨幣は資本
に
綱
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
資
本
家
を
し
て
一
定
の
利
潤
Ｉ
平
均
利
潤
叢
得
す
る
こ
と
を
可
龍
に
す
る
．
か
く
て
、
貨
幣は資本として機能するという使用個値をもつこととなり、この風性に於て、貨幣は凋自な種類の商品となる。
すなわち、利子生み資本に於ては、資本としての貨幣は、その所有者たる貨幣資本家から機能資本家に貸付られ、次
にそれはこの機能資本家のもとで産業資本あるいは商業資本として機能し、最後にそれは利子とともに貨幣資本家の
もとに返済される。この場合、貸付とは資本の現賓的再生産過程に對する軍なる導入行爲に過ぎず、また返濟とは現
收盆法則と經督費用（内藤）
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かくて、貨幣資本家と機能資本家への資本家の分裂という事賢だけが、利潤の一部分を利子に軸形せしめ、総じ
て、利子なる範轤を創造する。がしかし、か入る利潤の一部分の利子形態への繩化こそ、まさに利潤の他の部分を、
企業者利得なる對立的形態に、韓形せしめる。利潤はいまや相互に自立し凋立せる利子と企業者利得とに質的に分割
さ
れ
、
前
者
１
１
利
子
は
、
蝋
な
婁
木
所
有
の
果
澱
と
し
て
現
象
し
、
後
者
ｌ
企
業
者
利
得
は
、
資
本
を
も
っ
て
す
る
蝋
な
る
機
能
の
果
資
と
し
て
、
機
能
的
資
本
家
が
な
す
機
能
の
果
質
と
し
て
現
象
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
家
が
自
己
の
資
本
を
も
っ
て
綿
管
す
る
雲
に
も
、
彼
臓
二
つ
の
人
格
に
ｌ
蝋
な
る
賛
本
所
有
者
と
賛
本
機
馨
と
に
分
裂
さ
れ
、
自
分
の
剰
藍
蝿
寳
本
所
裏
と
し
て
の
自
己
に
風
す
る
利
子
と
、
機
能
的
資
本
家
と
し
た
の
自
己
に
風
す
る
企
業
者
利
得
と
に
、
分
割
す
る
に
至
る
。
利
子
と
い
う
特
殊
的
範
露
に
於
て
は
、
そ
れ
は
現
質
的
過
程
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
軍
な
る
所
有
と
し
て
の
資
本
の
果
賢
と
し
て
現
象
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に
利子が肚會的關係そのものを表示する限り、それは翼に資本家相互の關係を表現するに過ぎない。
他面、かＬる疎外された利子形態は、企業者利得に對して、監摺および指導帯働、あるいは管理勢鋤の賃銀という
質
的
形
態
を
輿
え
る
．
篭
資
本
家
が
機
能
資
本
家
と
し
て
果
た
す
べ
き
特
殊
的
機
能
Ｉ
議
者
と
魑
別
さ
れ
對
立
す
る
機
能
資
本
家
に風する特殊的機能が、企業者利得の利子との對立的な規定性の故に、まさにその直接の反對物として、軍なる勢伽
籠
と
し
て
、
鰄
類
を
異
に
す
る
一
穂
の
複
雑
勢
鰄
で
腱
あ
る
が
、
し
か
し
諭
１
１
賀
諭
Ｉ
と
い
う
同
じ
響
鶏
定
に
風
す
る
け
た
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
使
用
佃
値
の
資本に燭自な運動形態に於ては、菅
離された。－姿態として現象する。
一三八
質的過程の後で行われる補足的行爲に外ならない。したがって、利子とは、機能資本家が、貨幣資未垈家に、その借受
けた資本としての貨幣の使用佃値の「償格」として、支椀う利潤部分に對する特殊名に過ぎない。しかし、利子生み
資本に燭自な運動形態に於ては、資本一般に特徴的な復歸形態が、外面的な・その内容をなす現質的運動から全く分
ものとして現われる。か上る表象は、また、あらゆる共同的努働過程の沐性から生ずる限りでの管理努働を、この過
程の資本制的な性格によって必要とされる限りでの同じ職能と同一観することとも相俟って、企業者利得－１管理賃
あるいは企業家賃銀という辨護論の根櫨となる。
か
く
て
、
根
源
的
に
は
利
潤
の
分
割
さ
れ
た
二
つ
の
灘
分
に
外
な
ら
な
い
利
子
と
企
業
者
利
得
は
Ｉ
自
己
の
賓
本
を
も
っ
て
譽
する場合にもｌあたかも本質的に相異る二源泉から生じたかの如く相互に自立化、骨化される．寳本家鶴な表象形
９
，
℃
、
式に於ては、利子と企業者利得とは、それぞれ燭立の費用構成要素として計算され、資本家自身のなす前挑として、
Ｔ
ｂ
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
つまり、資本制的生産の結果ではなく、逆に、前提として資本制的生産に入るのである。シ」上に於て、既に直接的生
産過程に於て行われていた主髄と客艘との顛倒は、その完成した姿態を受けとることになる。したがって、経管經濟
學に於ける「利盆」とは、超過利潤を意味することになる。なお、さらに立ち入って、超過利潤の一部分の地代への
輔形や暖簾などの擬制資本範鱒の構築から生ずる込み入った資本家的費用諸規定を、こ上で展開するのは餘計なこと
以
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く
、
完
成
し
た
姿
態
で
の
資
本
家
的
餐
用
は
、
「
費
用
個
格
」
の
形
式
諸
部
分
、
お
よ
び
利
潤
、
し
た
が
、
、
って剰餘憤値の鞭化した一一つの形態である利子と企業者利得（より資本家的な表現を用いれば企業家賃銀、または管
．
、
、
理賃）から構成される。固定資本（減債償却費）、流動資本（材料費、努務費）、利子費、企業家賃銀（管理費）。し
かるに、資本家的費用という形態にあっては、それが経過した縛化の多数の媒介的環節が抹殺され、認識し得ないよ
り
、
うになっ「ているから、これら費用諸要素は、疎外された．相互に凋立せる形態に於て、それぞれ費用を憐成するもの
と
し
て
現
象
す
る
．
か
く
て
．
費
用
綴
格
の
計
算
に
鯛
連
し
て
意
義
を
も
っ
て
い
た
唯
一
の
歴
別
ｌ
圃
妻
本
と
流
響
本
と
の
内
部
收盆法則と經醤費用（内藤）
一三九
であろう。
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厘別も鵡資本家的な經螢賢践にとっての問題である。操護霞と費用」との關係に於ては、奇型化されて現われる。利
、
Ｕ
Ｖ
子と企業家賃銀は、いまや減便償却費（固定資本〕とともに固定費用なる範露のもとに総括され、他方、流動資本た
る蕊費と薑費墨動費用なる縮震として、固定費用に劉置される．そして、前者ｌ固定費用は、一般に生産筵
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
の
費
用
、
「
譽
霧
の
費
用
」
霞
た
臆
「
生
霊
満
の
費
用
」
と
し
て
、
薯
Ｉ
霊
費
用
健
生
震
活
動
そのもののために直接必要なる饗用、『本來的生産の費用臣として規定されるに至る。
、
、
、
、
、
、
、
他面に於て、これら費用榊成諸産素との画櫛貯な關連に於て、つまり、個々の費用種類の素材的な楯い手として、
轄擁的な質料的生産諸産素が措定、あるいは擬制される。逆に言えば、質料的な生産諸産素の投入量（梢饗過）にそ
れぞれの償格を乗じたものが、費用として現象する。かくて、減債償却費１１１經誉設備、材料費１１－赫睨梵努務費１
１
鑑
働
霊
給
付
〕
、
利
子
費
‐
ｌ
資
本
あ
る
い
憾
稟
用
役
、
企
業
雲
銀
Ｉ
企
業
家
と
い
う
範
式
が
成
立
す
る
．
勿
論
個
々の費用要素１－１生産要素の名稗などは、論者により相遠するであろう。がともかく、資本家的な費用諸要素が、相
▼
、
互に疎外された形態に於て、それぞれ費用を構成する、ものとして現象する、のに對應して、これら生産諸要素は、そ℃、
の内的關連を消失して軍に異なれるものとして、すなわち、素材的には相互ＦＬ異なるにもか上わらず、調和的に共鋤
して一定の生産物（收盆）を産出するものとして現われる。生産とは、生産諸要素の結合であり、生産過程とは、
「結合過程」という軍なる物量的現象として、規定されるに至る。したがって、そこでは、生産諸要素の投入量（消
費
麹
）
と
選
出
鐘
（
收
鐵
）
と
の
關
漣
（
生
逢
塞
Ｉ
裏
返
し
て
言
え
ぼ
雷
籔
と
費
用
（
要
護
入
童
と
要
素
便
格
と
の
綱
篝
と
の
霊
（
費
用
曇
Ｉ
と
い
う
相
互
依
存
蕊
す
な
わ
ち
、
經
濟
的
慧
の
外
面
的
諸
現
象
の
相
互
鑿
を
霊
す
る
にとｒまる函數關係が問題となるに過ぎない。以上が、經瞥經濟學主禿頭豚近代経濟學などでいわれる生産Ⅱ攪用理
・ぎない。
目
ず
い。尤扣
目グーテンペルクに於ても、その生産Ⅱ費用理論の構圃は、右に説明した如きものと基本的には何ら異ならな
い。‐尤も、彼は、「生産要素の魁系」および「結合過程」をいわゆる「職制無關遮的事資」として展開せんとするので
あるから、そこには一定の修正が加えられねばならない。この小論に於ては、彼の「生産要素の艘系」全艘にわたっ
て批判的説明を試みることはできない。た野と人では、次の一鮎のみを指摘しておこう。．すなわち、彼の「生産要素
の髄系」の中には、通常資本または資本用役といわれる生産要素が鋏除していることである。ところで、利子と企業
者
利
得
と
の
相
互
疎
外
的
な
形
艫
の
故
に
、
機
能
資
本
家
に
風
す
る
特
殊
的
機
能
は
、
蝋
な
る
祷
働
篭
‐
ｌ
管
蝋
静
働
そ
れ
墨
ｌ
として現象し、かつ、こうした表象は、また、管理努働一般を、資本制的生産の對立的性質に起因するところの同じ
職能と同一硯するという鮎の中にも、根付いていることは既に指摘された。さらに、資本制的生産の護展、經蒼規模
の
搬
大
に
伴
っ
て
、
資
本
を
占
有
し
な
い
軍
な
る
管
理
人
に
よ
っ
て
、
機
能
資
本
家
に
風
す
る
あ
ら
ゆ
る
現
賢
的
諸
機
能
が
遂
行
さ
れ
、
機能資本家はこの「努働」からも解放されるに至る。か上る過程は、株式會肚形態に於て、機織化、制度化され、資
奎
義
の
寄
生
性
の
塗
る
に
つ
れ
て
支
配
的
と
癒
る
．
そ
れ
と
と
も
に
、
蕊
勢
働
は
ｌ
他
方
舂
訴
有
者
〔
株
主
）
は
．
そ
の
質
的
構
成
い
か
ん
に
ｒ
わ
ら
ず
、
す
べ
て
鬘
な
る
所
有
脅
に
轤
化
・
擬
制
さ
れ
る
が
ｌ
管
鑿
人
そ
の
も
の
の
人
格
に
於
て
臆
、
全
く資本制的性格を挑拭した完成形態に於て現象する。しかし、これは資本制的生産様式の限界内での、私的所有とし
收盆法則と綴機愛用（内藤）
一四一
論簿あるいは生産理論と費用理論との「對糟的性格」といわれるものの榊造とその本質である。語を切って言えば諺
資本家的な生産Ⅱ餐用理論の基軸をなすものは資本家的な費用理論であり〈生産理論は軍に費用理論の裏返し、擬制
に過ぎない、かつまた、資本家的な生産Ⅱ費用１１正確に言えば、費用Ｉ生産の法則とは、軍なる「函敷法則」に週
ての資本の止揚に過ぎない。管理人は、資本機能の現資的途行者であり、生産の敵對的性格から生ずる諸矛盾の激化
につれて、管理努働は、流通費と同じく、ますます資本主義制度そのものから生ずる純粋な支出となっていく。しか
しながら、か入る具艘的な形態と内容とを全く抽象して、管理努働一般を取り上げれば、それは、結合努働が問題で
あ
る
限
り
．
あ
ら
ゆ
る
馨
形
態
に
於
て
賛
存
し
、
籍
す
る
．
か
く
て
、
グ
ー
｜
ラ
ペ
ル
ク
は
、
薑
議
ｌ
彼
の
譲
霧
使
用
す
‐
ｂ
ｂ
ｂ
れ
ぼ
「
薑
的
要
素
」
ｌ
を
「
生
麓
要
素
の
鑿
」
の
中
に
包
繍
す
る
．
「
市
場
篝
鶏
』
に
於
て
は
、
む
る
蕊
臓
、
原
則
と
、
、
（１）
して「企業家」が行璋っ。「た野かふる任務によってのみ、企業家の『企業者利得』要求は理由づけられる」、と。
他方、利子１－資本あるいは資本用役にあっては、事梢がやＬ異る。既述の如く、利子という利潤の純化せる形態
に於ては、それは、軍なる資本所有の果資として現象し、しかも、それは、資本のか上る性格をぱ、生産過程の外部
に於て資本に風するものとして表示する。だが反面、また、利子に於ては、資本制的諸關係が最も純粋な形で示され
る。利子それ自身は、如何なる「努働」をも行わないで、努勘諸條件が資本として変存し、他人の努働の生産物を占
有する手段としての軍なる資本所有を表示する。つまり、利子には、生産様式に獅自な何らかの肚會的規定性が附着
す
る
。
か
く
て
、
利
子
の
直
接
的
な
源
泉
と
し
て
措
定
さ
れ
る
質
料
的
生
産
要
素
－
１
資
本
あ
る
い
は
資
本
用
役
は
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
の「總制無關連的」な「生産要素の髄系」から脱落する。しかしながら、彼は、同様に「艘制無關迎的事変」として
展
開
さ
る
べ
き
「
結
合
過
程
」
の
「
費
用
理
論
的
」
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
冒
頭
に
於
て
、
「
生
産
函
数
の
中
に
何
ら
の
平
行
物
Ｓ宵凹扁一①）をも持っていない甸欝用が存在することを指摘して、費用概念を擴張し、その中に利子などを含ましめ
、
Ｖ
、
、
ｒいる。否、巌密に言えば、既に、「生産理論的」分析に於て、物迩的な「梢餐画数」の中に、利子饗の質料的な婚
い手として擬制さるぺき利子饗消合目圏尾月旦目巴が密輸入されているのである。（四の㈲参照）したがって、
一
四
二
￣
‐！，：ｔｉ１‐！’，１．０剣。．｝邪卸釧・『‐．｝‐‐Ａ１卵１‐ｊ邪１弧．‐十～‐択鐘囚，釦：梨２．，Ｊ１Ⅶ１⑫、Ｒ－ｌｎ１『ｊ；「・エ；‐！’Ⅵｊ‐刊．．“↑．ｊｌ川》ｌ…１１‐Ｉトー卯・・１１１
０
’、
グーテンペルクの「生産要素の艘系」の中には、いわゆる資本または資本用役なる生産要素が鋏除しているとして
も、それは形の上ばかりであって、資質的には、彼の生産Ｉ費用理論の構圏は、資本家的なそれと何ら異るものでな
いｏそれのみではな児か上る生産Ⅱ費用理論の構想は、彼が「經管給付生産」および「生産」（印・冒匡ざらなる概
念を規定するに際しても明瞭になる。（なお、「經誉給付賢現」、「販寶」なる概念に關しても同様なことが言い得
るＪグーテンペルクに於ては、「生産」は「經螢給付生産」の下位概念であり、工業經誉も、他方、商業經管、銀
行經瞥も、いづれも「經誉給付生産」經螢であって、両者の歴別は、一方が「有形財」（賢物財）を生産し、他方が
「無形財」（用役）を準備する鮎にのみ求められる。（｜の㈲参照）つまり、近代肚會の基本的形態である産業資
本、その機能の一部が相對的に自立化したものとして、理論的・歴史的に、商業資本やさらには銀行資本を把握する
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
資
本
に
と
っ
て
は
、
平
均
利
潤
率
が
作
用
す
る
限
り
、
そ
れ
が
生
産
部
面
で
産
業
的
に
投
下
さ
れ
る
か
流
通
部
面
で
商
業
的
に
投
下
さ
れ
る
か
は
ｖ
ど
う
で
も
い
典
事
が
ら
で
あ
っ
て
、
い
づ
れ
も
平
均
利
潤
を
「
生
産
」
す
る
。
し
た
が
っ
て、資本家的表象に於ては、諸經管の圃別は、それらが生産する、あるいは生産すると擬制された生産物が有形財か
無形財かという庇別、また陸使用される生産諸要素の質料的差異、のうちにしか求められ得ない。かくて、グーテ
ンペルクは、「經誉給付生産」から「生産」、したがって「エ業生産」を画別する基準として、「鍔働給付」と「經
誉手段」の外にな潴司材料」要素をも含む給付生産を「生産」と呼ぶ、という形式的な無概念的な規定に堕するので
ある。〔註〕１勺固・○回忌目ず図四国①風①ずいゴ嵐⑩口冒｛区①胃①・閂百画・』巨色・后閉・の．、
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￣ ￣！
㈲資本霧なＩ霞た、グーーアソペル〃の１１菫Ⅱ費墨論の講師愈鑿を明確にしたので、われわれ膳、
先づ、從來の。あるいは「傅統的」な生髭Ｔ麹愛用理論の旋回基軸をなした收盆法則（または「對瀞的」な「費用法則し
そのものの本質を明らかにしよう。ところで、收盆法則の原型をなした「收種邇減の法則」に關しては、既に、マル
クス〔「資本鰯」第三部第六鮒、「剰除個個學脱史」鯛二怨鰯二章〕およびレーーーン（「艇業問題と二ルクス批判家』」）によっ
て徹底的に批判されたことは周知のことであろう。か入る古典的な批判は、一般的な收盆法則にも畏當し、したがっ
て、收盆法則検討のための基準を輿えてくれることは言うまでもない。では、一髄、收盆法則は、いかなる論理構造
を
も
ち
、
ま
た
い
か
な
る
前
提
・
假
定
の
上
に
榊
築
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
既
に
説
明
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
如
、
、
、
じ
く、一一つの論理的命題を前提とする。第一に、生産諸條件の技術的Ｉ組織的性格は不愛である、と一一一一口うこと、第一一
、
、
、
、
、
し
０
ｂ
に、その前提のもとで、生産要素投入量が、少くとも一定の限界内で、自由に鍵動しうる、したがってまた、一要素
の投入錘をぱ、他の諸要素の投入量を不鍵のま人にしておいて、愛動せしめうる、と言うことを、その論理榊成の出
發鮎とする。（二、参照）。以下、順を追って、これら二つの命題を検討しよえ
先
づ
、
第
一
の
命
題
つ
ま
り
、
技
術
水
準
襄
議
力
の
歌
鱸
が
不
鍵
で
あ
る
、
と
い
う
前
髪
Ｉ
そ
れ
躍
收
鐘
法
則
の
み
、
ｖ
、
な
ら
ず
、
一
般
に
、
蓋
「
費
用
霧
の
基
礎
鏑
な
前
提
で
あ
る
が
ｌ
ほ
ん
の
す
こ
し
ぽ
か
り
考
え
て
み
た
だ
け
で
、
そ
れ
が
、
理
論
とも經駿とも矛盾する全く無内容な抽象であることが明らかになるであろう。と言うのは、技術水準が不愛のま上
●
２、㈲．（聾昇図辱円囲口・角・○・・ｍ・鶴、
七
一四四
でと蟹まり｝何らの技術的進歩も達成されないような場合が、一般的な事象と一一一一口えるであろう窕答は否である。技
術が進歩し、生産方法が愛化するような場合こそ、通例であって、停滞は例外的事象に過ぎない。だから、收盆法則
が適用されるとするならば、それは例外的な場合のみであって、一般的には何ら安當性を持っていない。しかるに》
收盆法則を普遍的法則として構築するためには、か上る不愛の技術水準という例外的事象をぱ、理論や経験を無頑し
て、逆に、基礎的な一般的な事賓として措定されねばならない。かくて、收盆法則は、理論榊成の出發鮎に於て、全
く非科學的な前提をより所としていることになる。それだけではない。，逆にまた、か比る收盆法則は、技術的發展の
停滞を生ぜしめた杜會的・歴史的原因を隠蔽して、一切の責任を生産過程に於ける自然的・技術的性格それ自身に郷
嫁せんとする役割をも果している。つまり、資本制的生産の鉄陪および諸矛盾は、收盆法則という普遍的な自然法則
（１）
の作用から生ずるものとして説明されうるのである。だからこそ、とくに凋占段階に入ってから、農業のみならず工
業生産にとっても支配的なものとして、一般的な收盆法則が定式化されるに至ったことは、偶然ではない。收盆法則
の本質と、その全秘密は、この中に見出される。
次
に
、
第
二
の
命
題
ｌ
要
護
入
鐡
が
、
少
く
と
も
一
定
の
限
界
内
で
、
自
由
に
議
し
う
る
、
と
い
う
前
提
（
そ
れ
は
系
と
し
て代替閥係を伴う）、この側面にこそ、既述の如く、グーテンペルクは收盆法則批判の全焦鮎を向けている。（三、
参照）固定的要素が、軍にその現在商のみならず、交付する給付、したがってその利用密度をも一定とするときに
は、愛動的要素を追加投入しても、それは非生産的である。た野、すべての要素を所與の割合で増加したときにの
み
圭
霞
物
霊
憾
１
－
投
入
鉦
に
比
例
的
に
ｌ
生
ず
る
．
（
「
鑓
的
鐵
鰹
」
に
蕊
〕
他
方
圃
定
鯛
饗
素
の
利
用
霞
が
叢
す
る
場合には、愛動的要素の追加投入とともに生産物噌加が生ずるが、しかし、この生産物増加分には、固定的と假定さ
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一四五
「四六
れ
走
直
繧
的
・
間
艤
的
講
要
素
の
邉
加
的
投
入
鐘
も
Ｉ
技
術
的
に
規
定
さ
れ
た
鑿
で
１
噸
っ
て
お
り
．
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
偏限界生産力は計算できない。（「密度的適應」に連繋）かくて、一方、固定的要素を措定し、他方、愛動的要素を追
加投入していく、という從來の分析方法は、一般的に言って、工業生産の技術的諸條件には適用できない。グーテン
、
、
、
、
ペルクによる收盆法則批判の卓越性は、まさに、》」の鮎に見出される。しかし、それ以上のものではない。
厳密に言えば、生産要素の追加的投入という概念そのものは、既に、生産方法の鍵化、技術水準の愛動を前提とし
ている。逆に言えば、生産方法の鎚化の蛙憎未、はじめて生産要素の追加的投入は可能になる。したがって、相互凋立
の
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
た
收
盆
法
則
の
第
一
の
命
題
と
第
二
の
命
題
は
、
理
論
の
う
え
で
は
、
相
互
に
排
除
し
合
う
完
全
な
る
自
己
矛
、
、
、
、
、
、
盾である．このこと憾、收鐡法則謙一批判するグーーァンペル〃自身にもｌ彼の璽諭艤成が形式的純粋性を保っている
か
ら
、
そ
れ
だ
け
明
瞭
に
ｌ
そ
の
漢
人
曇
篇
す
る
．
彼
に
あ
っ
て
も
、
生
霞
「
賞
用
魎
蝋
あ
る
い
は
雲
霞
と
費
用
」
ｌ
「
鍵
用
、
、
、
、
、
綴
過
」
ｌ
を
分
析
す
る
に
際
し
て
、
生
薑
讐
一
定
と
擬
制
し
て
、
そ
の
う
え
で
、
純
繍
に
量
的
な
要
素
比
例
の
鐘
動
あ
る
い
はそれを惹起する外的原因である操業愛動のみが、孤立的に柚離されて考察される。（五の㈲参照）しかし、操業鎚
動に對する豆幾度的適臆」と言う概念そのものは、彼自身の表現を借りれば、いわゆる「消費函數」によって特徴付
け
ら
れ
た
技
術
的
諸
條
件
に
照
噸
し
て
、
經
管
設
備
な
ど
の
給
付
交
付
（
密
度
）
が
愛
化
す
る
こ
と
を
、
前
提
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
量
的
適
應
」
と
は
、
經
誉
手
段
の
現
在
高
そ
の
も
の
が
愛
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
彼
自
身
も
認
め
る
如
く
、
「
と
り
わ
け
、
經
誉
が
時
間
的
お
よ
び
量
的
に
適
臓
す
る
と
き
に
は
、
短
期
的
適
臓
（
經
鶴
規
模
の
鍵
化
な
き
適
懸
Ｉ
筆
者
註
）
と
長
期
的
適
感
（經醤墨槐模の愛化、したがって生産條件の質的愛化による適應ｌ筆者註）との間の推移は、流動的であ葎一」結論的
に言えば、グーテンペルクのそれを含めて、一般に資本家的な生産Ⅱ傘算用麺數の展開、あるいは囿躍蚕鍾と費用』と
一口---■■■￣'-－－－－一
いう問題はや自己矛盾する論理鰐成のうえに立っている一つの擬制なのである。
しかし、資本家的な表象に於ては、生産過程に於ける主髄と客艘とは顛倒した形態に於て、結合勢働の諺したがっ
て勢働の肚樹的生産力は、資本に内在的な生産力として、現象する。か入る顛倒した表象の完成した形態に於ては、
、
、
既述の如く、資本家的な餐用諸要素が、相互に無關係に、それぞれ餐用を榊成するものとして現象する、のに照感し
、
、
、
、
てか上る費用諸要素の直接的な質料的擴い手としての生産諸要素は、相互に凋立的なものとして、しかし、現賢の
、
、
、
、
生産過程に於ては軍に調和的に共働して、一定の産出鐘を形成するものとして現象する。かくて、生産條件、技術水
１
、
、
、
準という規定性は⑮あげて、原則的に、投入さるべき個々の生産諸要素の側面に限定されるに至る。つまり、個々の
ｂ
生産要素の質（いわゆる要素質）が一定であると措定される限り、いわゆる要素比例が鑓動しても、生産諸條件の技
術的ｌ組織的性格は不鑓のまＬであると概念されるに至互か上る擬制のもとでのみ、一般に生産Ⅱ愛用函敬、した
がってまた「操業度と費用」問題が展開されうるのである。しかも、經蒼經濟學的な構成によればか上る「短期理
論」が、いわゆる「長期理筆幽の基礎理論として、その出發鮎として位置づけられるのである。だからこそ、「操業
▽
、
、
、
、
ｂ
も
、
度と費用」、一般的に言』》へぼ、生産Ⅱ費用函數とは、すぐれて、資本家的な意識屑に於ける、資本家の意識的活動、
經管賢践という平面に於ける問題なのである。勿論、それだけではない。凋占段階に入ってからの。遊休設備、過剰
、
、
、
投資の一般化という現象が、総じて資本家的な「操業度と饗用」問題の展開を支えている歴史的、かつ現鐵的な基盤
であることも、周知のことである。こ上に、グーテソペルクによる收盆法則批判の上述の如き局限性の根櫨と、また
彼
に
よ
る
禰
極
的
な
生
産
Ｉ
費
用
函
敵
の
設
定
、
お
よ
び
費
用
経
過
の
原
理
的
な
直
線
性
を
導
出
す
る
論
理
構
成
の
意
義
と
そ
の
性
格
を
解明する鍵が輿えられている。
收盆法則と脛餐費用（内藤）
一四七
㈲さて、總費用曲繍が直線的であるということは、横軸に對して、箪位費用曲線が漸近的に、限界費用曲線は１
１
比
例
霞
位
費
用
曲
線
に
等
し
く
ｌ
水
平
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
篭
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
．
だ
か
ら
、
蘆
線
的
な
費
用
慧
憾
、
「經覺償格政策」の理論１１完全市場、グーーアンベル〃の「市場形態シニーマ」に從鍾、完全市場に於ける原子
鯛
琴
」
の
も
と
で
の
そ
れ
Ｉ
に
、
一
つ
の
修
正
鐙
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
．
と
言
う
の
陸
か
よ
る
「
市
謬
態
』
の
も
と
で
陸
限界收入曲線Ⅱ個格直線と限界費用曲線と籍亙に平行的に終過し、いわゆる利潤極大の賑寳璽臓能力の上限にｌ
一定の技術的Ｉ鶴崎設繍の枠内で可能な最大限の震出鐵にｌ位置するのであって、限界費用Ｉ償格という真的
な基準は無意味なものとなる、からであ電）こＬでは、これ以上、「償格政策的」領域には、深く立ち入らないことに
しよう。しかし、「經誉費用理論」の領域に於ても、費用経過の直線性という命題は、大きな意義をもつ。いわゆる
「費用分解』ｌとくに「豊鯛費用分解」〔総費用を圃定的部分と比例的部分とに分解する方法〕腱、少くとも近似
的に直線的な経過を綱費用がとるときにのみ、適用しうることは周知のことである。最小自乗法という統計學的技術
が發展せしめられたとしても、それは依然として數學的な操作以上のものではない。だから、総費用の轡曲した経過
を主張する「傅統的費用理論」の立場からは、「數學的費用分解」は原理的に否定されねばならない。にもが上わら
ず
、
そ
れ
は
、
纏
蟇
践
的
慧
義
…
っ
ｌ
囑
護
策
や
鑿
蟇
な
ど
の
目
的
に
役
立
つ
ｌ
も
の
と
し
て
、
か
典
る
響
か
ら
從
來展開されてきた。したがって、費用経過の直線性という命題峰か上る「傅統的費用理至凹と經誉賢践との矛盾を
止揚し、「數學的費用分解」に理論的基礎を輿えることになる。この關連に於て、いわゆる「計謹原債計算」
Ｓ］圏鳥。§日ｇ｝目目色に言反されねばならない。こ上では、經警管理の武器としての「計錘原償計算」制度そのも
のに立ち入るべき餘地はない。た蟹、「計謹原償計算』の措定する費用経過が問題なのである。ところで、「計邇原
一四八
け
●隅計算」は、その主要な一側面が原価場所別の計遜原傾の算定にあるので、原佃の場所別管理という観鮎からは、操
業
度
議
を
考
慮
に
入
れ
て
震
を
計
甑
す
る
こ
と
Ｉ
い
わ
ゆ
る
「
轤
力
飴
謹
原
憤
計
算
」
薑
匡
。
国
…
（
…
目
目
Ｅ
Ｉ
Ｉが必要となる。それには、「複欺豫算の作成」（各原債場所に於て、複欺の原債計謹を作成し、その中で若干の主
要な操業度に對して各原債要素を先輿する方法）と、「鍵動率（ぐ凰具日）の利用」（各原償要素別または原債グル
（５）
－プ別に、操業度愛動に對する原価愛動率を算定し、それを各操業度に利用する方法）という二つの方法がある。前
、
、
者
に
於
て
は
、
各
艤
算
の
間
で
は
、
す
べ
て
の
原
個
要
素
は
比
例
的
に
経
過
す
る
と
前
提
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
よ
り
進
ん
だ
も
の
で
あ
るといわれる「鎚動率表」に於ても、傾斜度は異るとしても、すぺて費用は原理的に直線的に經過するものと假定さ
（
６
）
，
れている。すなわち、「計謹原憤計算」は、「欺學的費用分解」と同じ理論的前提のう』えに立っている。なお、「計
謹原償計算」のもう一つの側面である原便員錆者別の計謹原便の算定に於ては、一定の正常操業度を基礎とする正常
原個率が、適用される。それには、固定費も「利用費用」にする限り「比例性法則」が安當するという命題が、その
理論的支えをなすものであることは、説明するを要しないであろう。かくて、グーテンペルクの結論する饗用経過の
原
諾
直
線
性
な
る
命
震
彼
の
言
う
「
エ
業
原
騨
算
の
籍
近
代
的
な
形
態
た
る
計
震
憤
計
算
」
ｌ
そ
れ
は
一
九
五
○
年
以
來、アメリカの指導のもとに展開されっ上ある「生産性向上運動」の一環であり、一九四九年以降、既に欺同にわた
って開催された「計班原憤會議」Ｓ］自席。、｛の口国顕目頤）によって明らかに一つの運動として押し進められっ上ある掴
力な經誉管理制度としての「計畳原債計算」１１に、理論的支柱を輿えるものに外ならない。グーテンペルク生産Ｉ
費用理論の賓践的・今日的意義は明白であろう。
が
Ｌ
る
費
用
醤
の
直
線
性
と
い
う
命
窪
共
邇
費
（
間
鬘
）
農
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
ｌ
グ
ー
ー
ァ
ン
ペ
ル
〃
も
指
摘
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先づ、グーテンペルクは、原償計算制度に於て周知の個別費（直接饗）と共通後（間接費）の分類に對廠して、一
方、産出量に画掻飾に依存する要素投入量と、他方、機械設備など經瞥部分軍位によって媒介され、闘僑”に産出鐘に
依存する要素投入愈との、二つの關係を風分する。後者に於ては、間接費配賦の方式である原佃場所計算、あるいは
生産中心鮎なる計算技術を背景として、機械設備の技術的給付と、それに直接的・間接的に閥連するすべての要素投
入量１１機械自魑の消耗量、工具・エネルギー・潤滑油などの消費童、一定種類の努働給付から、土地需要、利子費
、
、
、
、
、
、
、
、
梢
ま
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を
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な
る
も
の
ｌ
と
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間
に
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、
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の
技
術
的
に
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た
．
し
か
も
物
趣
鯛
な
依
議
係、いわゆる「梢饗函敞」なるものが措定ざれ葱か上る「消費伽徴」を踏褒として、エ業生髭にとって代表的なも
一五○
している如一”トー鍔馳に一九一一一○年、司卜イッエ作機械業連合」（ご円の旨□①目鼻ｐ『夛「の『丙只直、ロ厨、。匡口①鳳呂臥産のロ）
の第一一一一一總會で行われた講演で、シュレジンガー（の．、・屋①骨碩の。によって、確認された。一九一一一一年には、ヒル
デプラント（”・因臣①耳目」Ｃによって、欺學的方法を基礎とし、經鹸的事賢を●も考慮して、同様に、共通費の理論
（８）
的直線的経過という命題が打ち出され、いわゆる司利盆圃表」（”の口厨ず晨威§庁国巨ご臣）・も展開されている。さらに、
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の簑規鬘なる立場をＬ冨煙ｌも、グー｜アンペルクの箒形成に、面欝鳶襟としても、つらなってい
る
で
あ
ろ
う
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か
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だ
と
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て
も
Ｉ
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質
そ
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震
い
か
に
霊
さ
るべきであろうか。それは、彼の論理的構造の基本的なシェーマを、再構成していく過程のうちに、自ら浮彫にされ
るであろう。
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、のと主張される「Ｂ型生産函数」が設定され、したがってまた「費用の物量的基礎」が確定されるに至る。（囚参
照
）
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Ｉ
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現
を
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り
麓
「
操
業
薑
』
の
具髄的形態を媒介として、「操業度と費用」、費用経過の問題に接近する。「密度的適臓」のもとでは、費用經過は
「消費國政」の性格、したがって「Ｂ型生産國數」によって規定され、經誉賢践への接近理論として「相殺効果の理
論」が展開される。「時間的適懸」の場合には、産出蝿に直接に依存する要素投入量は勿論のこと、機械設備などの
霊
的
篝
鐵
用
も
震
た
産
出
蕊
に
比
例
し
、
１
１
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Ｉ
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費
用
経過は直線的となる。「麺的適阻」がなされると、いわゆる「風間固定費」も、多くの操業歴間を通じてみれば愛動
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
綿
費
用
の
経
過
は
、
同
様
に
直
線
的
と
な
る
。
し
か
も
、
エ
業
生
産
に
於
て
は
、
時
間
的
お
よ
び
量
的
適
噸
が
支配的な方式であるとされるから、饗用經過の原理的な直線性が導出される。なお、密度的、迅的、時間的いづれの
適噸形式に於ても、固定饗は、一定の正常操業度を基礎として計算された正常原償率を基準として、「利用饗用」と
「不働費用」とに分割され、かくて、「利用饗用」には「比例性法則」が安當するに至る。（五、饗照）
こうみてくると、グーテンペルクの生産ｉ費用理論に於ては、現賢の計算諸制度や技術、および管理の具艘的形態、、
が、理論化の槙粁として、巧妙に利用されているのが明らかになる『」あろう。すなわち、グーテンペルクの理論その
、
、
▽
ものの中にはＰ管理的な、然り、資本家的管理の色彩が、すみずみに至るまで、浸透しているのである。一一一二口にして
言えば、それは、まさしく管理理論なのである。
勿論、か上る理論的性格は、グーテソ．ヘルク自身の思想的愛遷の中に、また、彼の「經蒼經濟學原理」を貫く方法
論的特質の中にも、見出される。すなわち、一九二九年刊行の「經掻経済理論の對象としての企業」（ロのご具の日
收盆法則と經蟹費用（内藤）
一五一
一五二
の汚日目、巳の。の、のロ、国ロ』ずの風堅〕、肴吋厨：呉臣ロゲ日日匠の◎凶の）に於ては、グーテンペルクは、企業をご絹互に依存關
係にある……諸赴の複合鰹」、簡潔に言えば「反腫構造」、「反應機構」として、また、經管活動を「函數的諸關係の
（皿）
（ｕ）
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る
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場
は、「経管經濟學原理」に於ても維持されていることは一一一一口うまで、もない。しかし、「經誉經濟學原理」では、前著と
、異って生産過程を「結合過程」として納握して、それを「生産》四の中橿的地位に据え、かつ、いわゆる「管筆下Ⅱ
經縛尼狛趣巴。官理的要素）に「結合職能世の婚當者として大きな地位を輿えるのみならず、「非合理的屑」の存在を
指摘して、か上る惠官理的要塞この本質をなす個人的特性によって經醤の質的水準は規定される、と述べていること
の中に、上述の如き特色が示されている。また、彼の生産Ⅱ繩文用理論に於ては、表面上は、いわゆる訶繼制無關迦
餉匡な「経済性原則」によって巧みにカムフラージュされているが、「艘制關連的匡な．肱賓論」では、何ら慨ると
、
、
、
、
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軸となっていることの中に○も、現われている。だから、ザイシャープ（国・の①厨、げ島しが、グーテソペルクの経瞥經
〈凪）
濟學を評して、「フラグマティック」な、ものとしたの○も、何ら不思議ではない。
それだけではない。今日、西ドイツに於て支配的なネオリペラーレン流の二つの經濟艫制、いわゆる二ｍ場経済魑
制」とつ中央管理艘制」とを措定し、その何れからも超越した「髄制無關連的事変」として、か上る生産Ⅱ糺鐵用理論
を位置づけるところに、グーテソペルクの時局認識が潜んでいるので蝿輕泌
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